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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は「科学への低関与層」にアプローチする手法を開発することにあった。オー
ストラリア・ヴィクトリア州政府が開発した手法を用いることで、科学技術イベントへの主参加者が「科学への高関与
層」であることを明らかにした。科学への低関与層へのアプローチ手法としては、テーマを生活と関連づける、飲食物
の供与・持込に関する工夫を行う、他分野と融合させる等の方法を開発した。

研究成果の概要（英文）：Our research has planned to develop a strategy to access to the lower-engagement 
in science. We found that almost all the participants in science and technology events were 
higher-engagement in science, using a segmentation method Victorian government has developed. We have 
developed several methods to approach the lower-engagement, such as dealing with a theme relevant to our 
lives, serving foods and drinks or collaborating with other non-science field etc.

研究分野：科学コミュニケーション

キーワード： 科学コミュニケーション
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１．研究開始当初の背景 
内閣府が行った『科学技術と社会に関する
世論調査（2010）』によると、科学技術につ
いてのニュースや話題に「関心がない」とす
る者の割合が 35.6％であることが分かって
いる。 
それにも関わらず、小川正賢(2006)が指摘
するように、科学への無関心層を対象とした
科学コミュニケーション(SC)活動は、その困
難さもあり、これまでに行われてきていない。 

Ogawa M., 2006, “Exploring possibility 
of developing indifferent public-driven 
science communication activities,” Journal 
of Science Education in Japan, 30, 4, 
201-209 
 し か し 、 オ ー ス ト ラ リ ア 政 府 の
Cormic(2010)は「科学への低関与層」が科学
技術に対して独自の価値観やニーズを持っ
ている点で SC活動の重要な対象であること
を示唆している。 
Cormic C., 2010, "Engaging with audiences 
who are unengaged on science", Public 
Communication of Science and 
Techonology (PCST)-11 Conference 
proceeding. 
また、2011年 3月 11日の東北地方太平洋
沖地震に伴う東日本大震災、特に東京電力福
島第一原子力発電所の事故を踏まえ『第 4期
科学技術基本計画(2011)』では、リスクコミ
ュニケーションも含めた科学コミュニケー
ション活動(以下、SC活動)のより一層の促進
を求めている。 
これらの背景を踏まえ、ポスト 3.11.におい
ては、SC 活動の対象として「科学への低関
与層」にまで裾野を広げる必要があるだけで
なく、さらに一歩踏み込んで、「科学への低
関与層」独自の価値観やニーズを科学技術政
策やガバナンスに活かすことが必要と考え
た。 
なお本研究では、科学への関心が低い、も
しくは科学に関する情報へ積極的にアクセ
スしようとしない人々を「科学への低関与
層」と定義する。 
 また本研究を始めるにあたってすでにオ
ーストラリア・ヴィクトリア州政府(2007)が
開発した、３つの質問を行うだけで「科学へ
の関与度」を見出すことができる手法を活用
し、予備的調査を実施していた。具体的には、
「1．科学に関心がありますか？」、「2．科学・
技術に関する情報を積極的に調べることは
ありますか？」の 2つの質問への回答の組み
合わせが「①低い、消極的」、「②中程度、消
極的」、「③低い、積極的」の 3グループを「科
学への低関与層」として見出すことができる
手法である。 
Victorian Department of Innovation, 
Industry and Regional Development, 2007, 
"Communicty Interest and Engagement 
with Science and Technology in Victoria 
Research Report" 

  研究代表者らが実施した 2回のサイエン
スカフェにおいて上記手法を活用した結果、
「科学への低関与層」の参加割合が 0％であ
ることを見出した(加納ら、2011)。このこと
は、サイエンスカフェは元来、誰でも気楽に
来られる場であることが理念として掲げて
いるにも関わらず、現実には、「科学への低
関与層」が足を運び辛い場となっていること
を示唆している。このような状況の中、研究
代表者らは、JST科学コミュニケーション連
携推進事業(2011)の支援を受け予備的取組を
行った。その結果、芸術・音楽・科学の融合
による活動を街中で実施することで、約 20%
程度の「科学への低関与層」の参加者を得ら
れることを見出した(加納ら、2011)。このこ
とは、工夫次第で「科学への低関与層」への
アプローチ手法開発が可能であることを示
唆している。 
加納圭、水町衣里、2011、“科学への低関与
層を惹きつけるための戦略的アプローチ～
アート，サウンドとのコラボレーション～”、
科学教育学会年会論文集、35、291-292 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の３点である。 
（１） 「科学への低関与層」にアプローチ
し、価値観やニーズを把握する手法を開発す
ること。 
（２） 「科学への低関与層」への戦略的ア
プローチ手法を開発すること。 
（３） 上記開発手法を体系化し、科学コミ
ュニケーター、科学教育者、テクノロジーア
セスメント(TA)担当者、科学技術政策や科学
技術ガバナンス担当者等が使えるようにす
ること。 
 
３．研究の方法 
本研究では、すでに述べた 3つの研究目的を
達成するため、「科学への低関与層の価値
観・ニーズを調査し(1 年度)、戦略的に様々
な工夫を凝らしてアプローチし(2 年度)、凝
らした工夫を体系化する(3 年度)」ことを目
指した。具体的には、以下の６項目からなる
方法で研究を行った。 
 
（１）「科学への低関与層」を見出す手法を
開発 
  背景において述べた、オーストラリア・
ヴィクトリア州政府による「科学への低関与
層」を見出す手法の開発プロセスを参考にす
る。オーストラリアと日本では社会的・文化
的差異があるため、豪の先行事例をそのまま
適用できない可能性もあるため、その場合は
日本独自の手法開発を目指す。 
 
（２）グループインタビューの実施により、
「科学への低関与層」のニーズを深掘り  
  「科学への低関与層」に対してグループ
インタビューを行うことで、「科学への低関
与層」のニーズや価値観を深掘りする。 



 
（３）「誰が、何を、いつ、どこで、なぜ、
どのように」の 5W1H を明確に意図した戦略
立案  
  「科学への低関与層」へアプローチする
ため、科学コミュニケーション分野で培われ
た知見を活用し、5W1H を明確に意図した戦略
立案を行う。研究開始当時に効果的だと考え
られていた戦略は、「市民側主導で(Who)、例
えば次世代エネルギー問題等の社会的関心
の高い課題を(What)、課題に関連する研究成
果が出る前に(When)、街中で(Where)、より
良い公共福祉実現のために(Why)、科学を前
面に出さず音楽や芸術といった他分野との
コラボレーションによって(How)」実施する
ことであるが、その検証の実施や他の可能性
の模索を行う。 
 
（４）参加者への質問紙調査とインタビュー
調査を通して立案戦略に関するデータ収集 
  立案戦略に基づいた科学コミュニケー
ション(SC)活動への「科学への低関与層」の
参加割合を、1.で明らかにした「科学への低
関与層」を見出すための「鍵となる質問群」
を用いて調べる。また、参加した「科学への
低関与層」へのインタビューを通して参加動
機や SC 活動へのニーズを掘り下げる。見出
した参加動機・ニーズは、次の戦略立案にフ
ィードバックする。 
このようなフィードバックサイクルに基づ
き、できるだけ多くの SC 活動を実施し、立
案戦略に関するデータを収集する。その際、
全国に100以上あるサイエンスカフェ主催団
体等にも協力を呼びかけ、データ収集に努め
る。 
 
（５）立案戦略と参加者層との相関関係を見
出し、さらに相関関係が正しいかを検証 
   収集したデータから立案戦略と参加者層
との相関関係を見出し、最善の 5W1H の組み
合わせをいくつか見出す。また、見出した最
善の戦略に基づいて改めて場づくりを行い、
確かに「科学への低関与層」へアプローチで
きるかを検証する。 
 
（６）「科学への低関与層」へアプローチす
る手法を体系化し、広く用いられるようにす
る 
  見出した相関関係に基づいて、「科学へ
の低関与層」へアプローチする手法を体系化
する。さらに Web 等の手段を通じて、科学コ
ミュニケーターや科学教育者等が広く使え
るようにする。 
 
４．研究成果 
 
（１）「科学への低関与層」を見出す手法を
開発 
 当初、日本独自の手法開発も検討をしたが、
「科学・技術に関心がありますか？」「科学・

技術に関する情報を積極的に調べることは
ありますか？」「過去、科学・技術に関する
情報を調べた際に、探している情報を見つけ
ることができましたか？」の３問によって日
本でもうまくセグメントできる可能性が示
唆されたため、オーストラリア・ヴィクトリ
ア州政府が開発したセグメントを本研究で
も適用することとした（図１）。本研究では、
ヴィクトリア州によるセグメント 6,4,5 を
「科学・技術への低関与層」ととらえること
とした。 
 

図１：セグメンテーションのための質問項目
（a）と６つのセグメントへの分類の仕方
（ｂ）（加納ら 2013 より再掲） 
 
（２）グループインタビューの実施により、
「科学への低関与層」のニーズを深掘り  
  「科学への低関与層」に対してグループ
インタビューを行うことで、次の４点を見い



だした（秋谷ら 2013）。 
①場の設定次第で人々は「話すことができ
る」ということ 
②知識がなかったり，対象に対してあまり
関心を示していなくとも，人々は様々なこと
を組み合わせて語ることができるというこ
と 
③そのために知識をやり取りのなかで獲
得していくということ 
④そもそも，場にコミットしていくという
ことは，当該場面で扱われる様々なトピック
に対する自他の知識の状態を示したり，推測
したりするという側面があるということ 
 
（３）「誰が、何を、いつ、どこで、なぜ、
どのように」の 5W1H を明確に意図した戦略
立案  
及び   
（４）参加者への質問紙調査とインタビュー
調査を通して立案戦略に関するデータ収集 
 ４６の科学技術イベントを対象に調査を
行うことで、科学技術イベントへの主参加者
が科学技術への高関与層であることを再確
認するとともに、以下の３点が科学技術への
低関与層を惹きつけるための工夫として見
いだされた（加納ら 2013）。 
①テーマを生活と関連づける   
②飲食物の供与・持込に関する工夫   
③他分野と融合させる 
 
（５）立案戦略と参加者層との相関関係を見
出し、さらに相関関係が正しいかを検証 
 これまでのデータから、参加者を集めるの
ではなく、テーマを生活に関連づけ参加者が
集まる場所へ出向いていくことが科学技術
への低関与層へのアプローチとして重要だ
という仮説を導き出し、検証した。  その結
果、テーマを生活に関連づけた上で、参加者
を公募する場合と公募しない場合に有意差
を見いだした。 
 
（６）「科学への低関与層」へアプローチす
る手法を体系化し、広く用いられるようにす
る 
  「科学への低関与層」へアプローチする
手法を科学コミュニケーターや科学教育者
等が広く使えるように、多くの講演会等で成
果の発表を行った。 
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